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	応用
	抗原情報
	背景
	転写の抑制因子または活性化因子として機能することができる孤立した核内受容体。レチノイン酸受容体、レチノイド X、ビタミン D3 受容体、甲状腺ホルモン受容体、エストロゲン受容体などの核内受容体シグナル伝達経路の重要な抑制因子です。精子形成後期における遺伝子発現を制御する可能性があります。転写の抑制因子または活性化因子として機能することができる孤立した核内受容体。レチノイン酸受容体、レチノイド X、ビタミン D3 受容体、甲状腺ホルモン受容体、エストロゲン受容体などの核内受容体シグナル伝達経路の重要な抑制因子です。精子形成後期における遺伝子発現を制御する可能性があります。NR2C1 とともに、GATA1 の転写を含む胚および胎児グロビン転写を抑制する DRED (direct repeat erythroid-definitive) 複合体の中核を形成します。 2つの5'-AGGTCA-3'ハーフサイトダイレクトリピートコンセンサス配列からなるホルモン応答エレメント（HRE）に結合します。初期胚発生および胚性幹細胞において重要な役割を果たします。正常な精子形成および小脳の発達に必須です。神経発達によって制御される行動にも重要であると考えられます（類似性に基づく）。LHCGの転写活性を活性化します。PPARAを介した転写活性化の拮抗薬です。
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	PC-3 細胞溶解物中の NR2C2/TR4 発現のウェスタン ブロット解析。

